
‭エマージングリスク‬

‭事業の将来に長期に影響を与える可能性のあるエマージングリスクについて、リスクの説明、LIXIL‬

‭への影響、および緩和措置について紹介します。‬

‭(１) 資源の枯渇リスク‬
‭リスクの説明‬

‭私達の生活や産業は、地球上に限られた量しか存在しない枯渇性資源に支えられています。現在、グ‬

‭ローバルにおいて急速な都市化や人口の増加により開発が進み、多くの資源が採掘されています。‬

‭2050年には、世界の資源消費量は現在の2倍になると試算されています。*1また、使用期間が短‬

‭く、枯渇性資源である石油由来が大半のプラスチックの廃棄量は過去20年間で2倍以上に増加する一‬

‭方、そのリサイクル率は9%にとどまっています。*2‬

‭さらに、近年では生物多様性の損失への懸念が高まり、2023年にはTNFD*3のフレームワークの最‬

‭終提言が公開されるなど、各業界において自然資本に関する評価や対応を求める動きはますます加速‬

‭していくと考えられます。当社の製品は様々な原材料を含む自然資本や生物多様性に依存しており、‬

‭これらの資源の枯渇は中長期で当社のコア・ビジネスに重要な影響を与えることが想定されます。‬

‭*1 国連環境計画（UNEP）(‬‭link‬‭)‬

‭*2「Global Plastics Outlook: Economic Drivers, Environmental Impacts and Policy Options」‬

‭(OECD)(‬‭link‬‭)‬

‭*3 自然関連財務情報開示タスクフォース‬

‭LIXILへの影響‬

‭LIXILの水まわり製品や住宅建材は、金属、木材、樹脂、セラミックなど、様々な原材料を使用して‬

‭います。これらの資源の枯渇が進んだ場合、原材料・部材価格の高騰や調達不足が発生し、当社の収‬

‭益が減少する可能性があります。また、プラスチック資源循環法等の資源の利用に関する規制強化‬

‭や、資源循環型の経済（サーキュラー・エコノミー）への移行による消費者嗜好の変化等も見込まれ‬

‭ており、これらの変化に対応しながら製品開発を進めていかなければ、長期的に業績に影響を及ぼす‬

‭可能性があります。‬

‭LIXILでは、「LIXIL環境ビジョン2050」の重点領域の１つとして「資源の循環利用の促進」を定め‬

‭ており、2023年3月期には重要課題に「生物多様性の保全」を新たに追加しました。また、TNFDが‬

‭提供する LEAPアプローチに沿った依存・影響分析を行い、2024年6月に開示しました。*1‬

‭*1‬‭TNFDレポート‬

https://www.unep.org/news-and-stories/press-release/resource-use-expected-double-2050-better-natural-resource-use
https://www.oecd-ilibrary.org/environment/global-plastics-outlook_de747aef-en
https://www.lixil.com/jp/impact/environment/pdf/tcfd_tnfd_report_2024jp.pdf?_gl=1*ozg12c*_ga*Mjg2Mjc2NzQxLjE1NzA1MTc0NDU.*_ga_4NY72RD7S3*MTcxOTQ1NDAxNC4yMzIuMS4xNzE5NDU0MDE5LjU1LjAuMA..


‭緩和措置‬

‭生産拠点における廃棄物削減および再資源化や、新規投入資源の最小化、資源効率性の高い製品の拡‬

‭充など、製品ライフサイクル全体において資源の循環利用を促進しています。2023年3月期は、メ‬

‭キシコのアグアスカリエンテス工場で衛生陶器の製造に使用した石膏型のリサイクルを開始し、リサ‬

‭イクル率は前期の49.6％から84.0％へ向上しました。‬

‭また開発においては、原材料の70％にアルミリサイクル材を使用した「PremiAL R70」、リサイク‬

‭ル率100%を実現した「PremiAL R100」の展開により、2031年3月期までにアルミリサイクル率‬

‭100％を目指すほか、リサイクル比率を従来品の3倍に高めた高性能樹脂窓「EW」や、従来再資源化‬

‭が困難となっていた廃プラスチックと廃木材を利用した新素材「revia」を開発するなど、資源循環‬

‭につながる新製品の開発・展開を強化しています。‬

‭さらに、直近の生物多様性の保全に向けた企業活動への要求の高まりを受け、TNFD Early Adppter‬

‭の登録を行いTNFDレポートを開示するなど、関連開示の対応にも注力しています。‬

‭[WEB]‬‭資源の循環利用の促進‬

‭(２) 職人不足のリスク‬
‭リスクの説明‬

‭近年、様々な業界で技能労働者の不足が懸念されていますが、とりわけ配管工などの職人不足の深刻‬

‭化が世界各地で懸念されています。配管工事のニーズが高まる中、技術の需要と供給との間には大き‬

‭なミスマッチがおきています。例えば米国では、全米の 55%の建設業者が配管工不足を報告してい‬

‭ます*1。また米労働統計局は、今後 2031 年までの間に、米国内で毎年 48,600 人の給排水設備、‬

‭ガス設備、空調設備などの工事を担う技術者が不足すると推測しています*2。このような職人不足‬

‭の状況は世界各地で報告されています。背景は地域によって異なるものの、労働者の高齢化、4 年制‬

‭大学など大学教育への偏重の影響、職業訓練のインフラ不足など、様々な要因が考えられます。‬

‭製品・サービスをエンドユーザーに届けるため、LIXIL にとっても職人は必要不可欠な存在であり、‬

‭当社のコア・ビジネスに重要な影響を与えることが想定されます。‬

‭*1: HBI(‬‭link‬‭)‬

‭*2: US Bureau of Labor Statistics(‬‭link‬‭)‬

‭[WEB]‬‭世界中で深刻化する水まわり業界の人材不足：日々の暮らしを支える配管工の育成に向けて‬

‭LIXILへの影響‬

‭職人不足により工期が延期すると、人件費の上昇、工事品質低下による事故の増加、製品ニーズへの‬

‭影響が懸念されます。これらの影響により顧客満足度が低下し、当社の売上が減少する可能性があり‬

‭ます。また、これらは当社のみの特有のリスクではなく、社会全体、および業界全体で様々な要因か‬

‭ら人手不足が進んでいる背景もふまえると、短期だけではなく中長期の視点で当社ビジネスおよび住‬

‭宅業界に係る職人の確保および育成を行うことが必要です。‬

https://www.lixil.com/jp/impact/environment/sustainable.html
https://hbi.org/wp-content/uploads/Spring-2022-HBI-Construction-Labor-Market-Report.pdf
https://www.bls.gov/ooh/construction-and-extraction/plumbers-pipefitters-and-steamfitters.htm
https://www.lixil.com/jp/stories/stories_32/


‭緩和措置‬

‭これらの事業影響への将来的な懸念をふまえ、当社ではグローバルの各地域において、職人の人材育‬

‭成や、職人としてのキャリアを目指すきっかけとなるようなプログラムを実施しています。 LIXIL が‬

‭展開する水まわり製品のグローバルブランドである GROHE は、EMENA（欧州、中東、北アフリ‬

‭カ）地域において「GROHE Installer Vocational Training and Education (GIVE) 」というプログ‬

‭ラムを導入しています。‬

‭ここでは実践的な研修を通じて、最先端の技術や衛生設備の分野におけるイノベーションについて学‬

‭ぶ環境を提供し専門的な技術人材の育成を推進しています。このプログラムを通じて、40 以上の配‬

‭管工育成の関連機関や団体と連携し、訓練施設や教材、経験豊富なトレーナーを提供しています。ま‬

‭た、米国でも「Trade Up」プログラムと呼ばれる未来の配管工を育成する職業訓練を各地で実施し‬

‭ています。日本国内においても、「LIXIL ビル建材技術専門校（LBTC）」や「INAX 建築技術専門‬

‭校」の設立など、技能者の養成を目的とした取り組みを積極的に行っております。さらに、商品開発‬

‭面でもリスクの対応を行っています。DIY 商品では「QuickFix」ブランドを立ち上げ、特にヨー‬

‭ロッパでは配管工を雇わずに自分で施工できる商品を開発しています。‬


